
令和５年第３回定例会会期日程 

１ 会  期 ２１日間 (９月５日～９月２５日) 

２ 議事日程 

  ９月 ５日（火） 開 会 提出議案（報第１４号ないし報第１６号を除く、説明） 

ただし、報第１４号ないし報第１６号（報告、質疑） 

第６２号議案及び第６３号議案（質疑、表決） 

赤穂市選挙管理委員及び補充員の選挙について 

６日（水） 

７日（木） 

８日（金） 再 開 提出議案（質疑、委員会付託） 

９日（土） 

１０日（日） 

１１日（月） 民生生活委員会 

１２日（火） 建設水道委員会 

１３日（水） 総務文教委員会 

１４日（木） 

１５日（金） 

１６日（土） 

１７日（日） 

１８日（月） 

１９日（火） 

２０日（水） 

２１日（木） 再 開 一般質問 

２２日（金） 一般質問 付託議案（委員長報告、質疑、討論、表決） 

協議会 

２３日（土） 

２４日（日） 

２５日（月） 予備日 

休 会 

議案熟読のため休会 
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令和５年第３回赤穂市議会定例会提出議案一覧表 
報第１４号  健全化判断比率及び資金不足比率の報告について 
報第１５号  令和４年度公益財団法人赤穂市文化とみどり財団の経営状況の報告について 
報第１６号  令和４年度赤穂駅周辺整備株式会社の経営状況の報告について 

（報第１５号及び報第１６号は別冊） 
認第 １号  令和４年度赤穂市一般会計歳入歳出決算認定について 
認第 ２号  令和４年度赤穂市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について 
認第 ３号  令和４年度赤穂市職員退職手当管理特別会計歳入歳出決算認定について 
認第 ４号  令和４年度赤穂市墓地公園整備事業特別会計歳入歳出決算認定について 
認第 ５号  令和４年度赤穂市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 
認第 ６号  令和４年度赤穂市後期高齢者医療保険特別会計歳入歳出決算認定について 
認第 ７号  令和４年度赤穂市病院事業会計決算認定について 
認第 ８号  令和４年度赤穂市介護老人保健施設事業会計決算認定について 
認第 ９号  令和４年度赤穂市水道事業会計決算認定について 
認第１０号  令和４年度赤穂市下水道事業会計決算認定について 

（認第１号～認第１０号は別冊） 
第５８号議案 令和５年度赤穂市一般会計補正予算 
第５９号議案 令和５年度赤穂市国民健康保険事業特別会計補正予算 
第６０号議案 令和５年度赤穂市介護保険特別会計補正予算 

（第５８号議案～第６０号議案は別冊「令和５年９月赤穂市各会計補正予算」） 
第６１号議案 赤穂市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する

法律に基づく個人番号の利用に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 
第６２号議案 赤穂市監査委員の選任について 
第６３号議案 赤穂市教育委員会委員の任命について 
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≪令和４年度赤穂市一般会計決算の概要について≫ 
赤穂市の令和４年度一般会計決算は、歳入が 24,532,535千円で前年度比 2.1％の減、

歳出が 23,904,478千円で前年度比 1.6％の減となった。歳入から歳出を単純に差し引い

た形式収支は 628,057千円となり、この形式収支から翌年度への繰越財源 34,767千円

を差し引いた実質収支は 593,290千円となった。また、単年度収支に財政調整基金への

積立金及び地方債の繰上償還金を加え、財政調整基金の取崩額を差し引いた実質単年度

収支は 566,311千円で、3年連続の黒字となった。なお、大規模改造事業など 18件、

事業費 596,700千円について、翌年度へ繰越すこととなった。 

歳入については、市債管理基金、赤穂ふるさとづくり基金の活用により繰入金が増加

する一方で、借換債の発行に伴う市債の大幅な減少に加え、子育て世帯臨時特別給付事

業補助金の減など国庫支出金が減少したことから、歳入総額は 521,743 千円の減（△

2.1％）となった。 

歳出については、財政調整基金積立金や赤穂ふるさとづくり基金積立金が増加したも

のの、借換債の償還に伴う公債費の大幅な減や、子育て世帯臨時特別給付事業の減によ

り、歳出総額は 377,665千円の減（△1.6％）となった。 

財政の弾力性を示す経常収支比率は、歳入において市税や普通交付税等の一般財源が

増加したものの、歳出において人件費や物件費、公債費等の経常経費が増加したことか

ら、前年度比 0.2ポイント増の 79.6％（臨時財政対策債を除く）となった。 

市の借金にあたる市債残高は、臨時財政対策債の発行額が 303,952千円と大幅に減少

したほか、市債管理基金を活用した繰上償還を行ったため、全体で前年度比 1,578,245

千円の減（△5.4％）となった。臨時財政対策債を除く通常債の残高は、1,050,073千円

の減（△5.6％）となった。また、貯金にあたる基金残高は、財政調整基金において717,515

千円、赤穂ふるさとづくり基金において 515,389千円を積立てたことなどにより、基金

総額（有価証券及び貸付金を除く）は 513,261千円の増（＋13.6％）と 3年連続の増加

となった。 

財政健全化判断比率について、実質公債費比率は、決算年度を含む 3ヵ年平均で 9.9%

と前年度から 0.2ポイント増加しており、単年度比較では、小中学校の空調設備整備事

業に係る元金償還の開始など元利償還金が増加したことや、公営企業債の償還財源とな

る繰出金が増加したことなどにより、10.4％と前年度から0.7ポイント増加した。また、

将来負担比率は、標準財政規模が縮小したほか、交付税措置を伴う地方債残高の減少な

どから基準財政需要額算入見込額が減少したものの、地方債残高や病院事業会計、下水

道事業会計等の公営企業債等繰入見込額が減少したことにより、80.1％と前年度から△

12.7ポイント改善した。 
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【決算状況（対前年度比較）】   （単位 円：％） 
項 目 ４年度 ３年度 差 引 増減率 

歳 入 24,532,535,213 25,054,277,826 △521,742,613 △2.1

歳 出 23,904,478,490 24,282,143,069 △377,664,579 △1.6

歳入歳出差引額 628,056,723 772,134,757 △144,078,034 △18.7

繰  越  額 34,766,241 40,640,515 △5,874,274 △14.5

実 質 収 支 593,290,482 731,494,242 ※ △138,203,760 △18.9

※ 単年度収支

【主な増減要因】 

〈歳入〉 市 税 ＋274,111千円 市民税の増、固定資産税の増 

国 庫 支 出 金 △665,180千円 新型コロナウイルスワクチン接種対策費

負担金の減、子育て世帯臨時特別給付事業

補助金の減 

県 支 出 金 ＋310,917千円 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業

補助金の増、経営体育成支援事業補助金の

減 

繰 入 金 ＋545,225千円 赤穂ふるさとづくり基金繰入金の増、市債

管理基金繰入金の増 

繰 越 金 ＋388,788千円 前年度繰越金の増 

市 債 △1,671,163千円 借換債の減、臨時財政対策債の減

〈歳出〉 総 務 費 ＋722,918千円 基金積立金の増、過年度市税等過誤納金還

付金の増 

民 生 費 △581,175千円 住民税非課税世帯等臨時特別給付金支給

事業の減、電力・ガス・食料品等価格高騰

緊急支援給付金支給事業の増、子育て世帯

臨時特別給付事業の減 

農 林 水 産 業 費 ＋291,129千円 畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業

の増、経営体育成支援事業の減 

教 育 費 ＋234,835千円 学校園施設整備事業の増、図書館整備事業

の増、体育施設整備事業の増 

公 債 費 △701,652千円 借換債償還金の減、市債繰上償還金の増

【市債及び基金の年度末残高推移】   （単位 千円：%） 

項 目 30年度 元年度 ２年度 ３年度 ４年度 

市  債 30,183,207 30,395,595 30,010,545 29,413,822 27,835,577 

増減率 △0.8 0.7 △1.3 △2.0 △5.4

基  金 3,550,950 2,834,632 3,176,897 3,763,648 4,276,909 

増減率 △16.6 △20.2 12.1 18.5 13.6 

（注）基金残高は現金に係るものであり、有価証券及び貸付金を除く。 
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Ⅰ　一般会計決算

　　１　決算規模

　歳入：２４５億３，２５４万円（△５億２，１７４万円、△２．１％）

　　　歳出：２３９億　　４４８万円（△３億７，７６６万円、△１．６％）

　　２　決算収支

⑴実質収支 　 ５９３百万円の黒字

⑵実質単年度収支 　 ５６６百万円の黒字

　決算収支の状況 （単位：千円、％）

４年度 ３年度 差引 増減率

歳 入 総 額 Ａ 24,532,535 25,054,278 △ 521,743 △ 2.1

歳 出 総 額 Ｂ 23,904,478 24,282,143 △ 377,665 △ 1.6

628,057 772,135 △ 144,078 △ 18.7

翌 年 度 繰 越 財 源 Ｄ 34,767 40,641 △ 5,874 △ 14.5

593,290 731,494 △ 138,204 △ 18.9

単 年 度 収 支 Ｆ △ 138,204 443,946 △ 582,150 △ 131.1

財 政 調 整 基 金積 立金 Ｇ 351,515 268,577 82,938 30.9 

地 方 債 繰 上 償 還 金 Ｈ 353,000 0 353,000 皆増

財政調整基金取崩し額 Ｉ  0 0 0 － 

566,311 712,523 △ 146,212 △ 20.5

区　分

形 式 収 支 Ｃ ＝ （ Ａ － Ｂ ）

実 質 収 支 Ｅ ＝ （ Ｃ － Ｄ ）

実質単年度収支
（Ｆ＋Ｇ＋Ｈ－Ｉ）

　歳入において、市債管理基金、赤穂ふるさとづくり基金の活用により繰入金が増加する一方

で、借換債の発行に伴う市債の大幅な減少に加え、子育て世帯臨時特別給付事業補助金の減

など国庫支出金が減少したことから、歳入総額は５億２，１７４万円 （対前年度比△２．１％）の

減となった。

　一方歳出は、財政調整基金積立金や赤穂ふるさとづくり基金積立金が増加したものの、借換

債の償還に伴う公債費の大幅な減や、子育て世帯臨時特別給付事業の減により、歳出総額は

３億７，７６６万円 （対前年度比△１．６％）の減となった。
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　３　市債

　市債残高の状況 （単位：千円、％）

4年度 3年度 差引 増減率

市 債 発 行 額 Ａ 1,614,452 3,285,615 △ 1,671,163 △ 50.9

う ち 借 換 債 Ｂ 349,800 1,455,000 △ 1,105,200 △ 76.0

1,264,652 1,830,615 △ 565,963 △ 30.9

元 金 償 還 額 Ｄ 3,192,697 3,882,338 △ 689,641 △ 17.8

う ち 借 換 債 Ｂ 349,800 1,455,000 △ 1,105,200 △ 76.0

2,842,897 2,427,338 415,559 17.1 

年 度 末 残 高 27,835,577 29,413,822 △ 1,578,245 △ 5.4

う ち 臨 財 債 9,991,036 10,519,209 △ 528,173 △ 5.0

う ち 通 常 債 17,844,541 18,894,613 △ 1,050,072 △ 5.6

　臨時財政対策債の発行額が３億３９５万円と大幅に減少したほか、市債管理基金を活用し

た繰上償還を行ったため、市債全体の残高は、前年度比△５．４％、１５億７，８２５万円減の

２７８億３，５５８万円となった。臨時財政対策債を除く通常債の残高は、前年度比△５．６％、

１０億５，００７万円減の１７８億４，４５４万円となった。

差 引 Ｅ ＝ （ Ｄ － Ｂ ）

区　分

差 引 Ｃ ＝ （ Ａ － Ｂ ）

19,211 19,449 
20,676 20,485 20,255 19,796 19,929 19,465 18,895 17,845 

7,990 8,753 

9,389 9,789 10,178 10,387 10,467 10,546 
10,519 

9,991 

27,201 
28,202 
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27,836 
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　４　基金

　基金残高の状況 （単位：千円、％）

4年度 3年度 差引 増減率

2,656,973 1,939,458 717,515 37.0 

0 352,155 △ 352,155 △ 100.0

1,619,936 1,472,035 147,901 10.0 

4,276,909 3,763,648 513,261 13.6 

そ の 他 特 定 目 的 基 金

　財政調整基金において、前年度決算剰余金として３億６，６００万円のほか、最終補正によ

る剰余金３億５，０００万円を積立てたことなどにより、財政調整基金残高は７億１，７５２万円

の増となった。また、市債管理基金において、全額を取崩し、第三セクター等改革推進債の繰

上償還金に充当したため、３億５，２１６万円の減となった。

　その他特定目的基金残高は、赤穂ふるさとづくり基金への積立てなどにより、１億４，７９０

万円の増となった。
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Ⅱ　財政健全化判断比率

　１　実質公債費比率

　２　将来負担比率

　比率の状況 （単位：％）

H29 H30 R1 R2 R3 R4

9.4 10.1 10.4 10.4 9.7 9.9

136.4 128.3 129.4 110.9 92.8 80.1将 来 負 担 比 率

　将来負担額については、地方債残高や病院事業会計、下水道事業会計等において公営企業

債等繰入見込額が減少したことなどにより、全体で２７億３３９万円減少した。

　充当可能財源等については、財政調整基金や赤穂ふるさとづくり基金などへの積立てによる

充当可能基金の増加があったものの、交付税措置を伴う地方債残高の減少などによる基準財

政需要額算入見込額の減少などにより、全体で１０億５１３万円減少した。

　また、標準財政規模については、臨時財政対策債発行可能額の減少などにより、２億９，２４６

万円減少した。

　将来負担比率としては、前年度の ９２．８％から８０．１％と１２．７ポイント改善した。

実質公債費比率

　比率が決算年度を含む３ヵ年の平均で算出されることから、単年度比率で元年度の９．９％が

４年度の１０．４％と入れ替わりとなったことにより、前年度の９．７％から９．９％と０．２ポイント

増加した。

　また、３年度との単年度比較においては、小中学校の空調設備整備事業に係る元金償還の

開始など元利償還金が増加したことや、公営企業債の償還財源となる繰出金が増加したことな

どにより、９．７％から１０．４％と０．７ポイント増加した。
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（単位　千円）

会　 　計　 　区　 　分 現計予算 ９月補正予算 計 補　正　額　の　主　な　も　の

一般会計 23,475,600 495,000 23,970,600 年間執行見込みによる補正

特別会計

   国民健康保険事業 5,109,000 31,700 5,140,700 前年度の精算等による補正

   職員退職手当管理 547,600 547,600

   墓地公園整備事業 7,000 7,000

   介護保険 4,807,100 83,511 4,890,611 前年度の精算等による補正

  後期高齢者医療保険 839,400 839,400

小　 　計 11,310,100 115,211 11,425,311

企業会計

   病院事業 11,359,324 11,359,324

   介護老人保健施設事業 404,404 404,404

   水道事業 1,904,242 1,904,242

   下水道事業 4,586,555 4,586,555

小　 　計 18,254,525 18,254,525

合　 　計 53,040,225 610,211 53,650,436

令和５年度 赤穂市の各会計予算
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　１　投資的経費 （単位　千円）

そ  の  他
特定財源

1 道路橋梁整備事業 9,000 9,000 落石防止網修繕外 土 木 費

2 公園施設整備事業

 城南緑地 － 1,100 △ 1,200 100

計 9,000 1,100 △ 1,200 9,100

　２　臨時的経費 （単位　千円）

そ  の  他
特定財源

1 基金積立金 総 務 費

 財政調整基金 297,000 297,000

2 コミュニティ助成事業 2,000 2,000

3 過年度市税等過誤納金還付金 186,280 186,280 市税外

計 485,280 2,000 483,280

款　　別
国庫支出金 県支出金 地　方　債 寄　付　金 一般財源

番号 事　 　業　 　名 事　業　費

財　 　源　 　内　 　訳

摘　 　要

令和５年度 赤穂市一般会計９月補正予算資料

番号 事　 　業　 　名 事　業　費

財　 　源　 　内　 　訳

摘　 　要 款　　別
国庫支出金 県支出金 地　方　債 寄　付　金 一般財源

-
1
0
-



　３　経常的経費 （単位　千円）

そ  の  他
特定財源

1 特定教育・保育施設給付事業 720 720 物価高騰等対策補助 民 生 費

計 720 720

合　 　計 495,000 720 1,100 800 492,380

番号 事　 　業　 　名 事　業　費

財　 　源　 　内　 　訳

摘　 　要 款　　別
国庫支出金 県支出金 地　方　債 寄　付　金 一般財源

-
1
1
-


